
KANASA Vol.31

46

令和4年度・第80回 東京秋工会総会・懇親会
　令和4年度第80回東京秋工会総会・懇親会は7月3日(日)
アルカディア市ヶ谷（私学会館）に於いて、来賓11名会員67名
が集い開催された。気象観測史上最も早い6月27日の梅雨開
けとなった東京地方は、連日の猛暑と、新型コロナ感染者数も
一時は下火になったが再び増加に転じた厳しい状況のなか、
令和元年の第79回総会以来3年ぶりの開催にこぎつけた。
　会場では1テーブルあたり4～5名の着席数とし、料理もこ
れまでの大皿からの取り分けとは違って一人ずつスタッフ
によるコース料理形式となった。

 

総会では全員による校歌斉唱に続いて、ご逝去の連絡の
あった佐藤 啓二氏 (S25M) ほか13名の方に向けて一分間の
黙祷が捧げられた。
会長挨拶 : 佐々木 進 東京秋工会会長(S40S)
　・ 2020年に会長就任後初めての挨拶。
　• コロナ禍での参加に感謝。
　• コロナ禍の会報制作・総会開催に苦労があった。
　• 未来に邁進していく後輩のために支援を惜しまない。
　• 2年後の母校創立120周年の応援を呼びかけた。
来賓挨拶 : 秋田工業高校 佐藤 隆史 校長先生
　• 創刊30周年会報KANASAの高いレベルに感動した。
　• 秋工土木科職員として10年間勤務した。
　• 今年4月に205名の新入生を迎え全校生徒621名で新年度
　　をスタートした。
　• 秋田県の新型コロナは感染警戒レベル1となり大夫落ち
　　着いたが対策を講じながら学校運営。
　• 母校のスポーツ部・文化部も頑張っている。特にメカク
　　ラブ制作の牛乳パック切断装置がパテントコンテスト
　　で秋田県初の特別賞を頂いた。
　• 動画ビデオ紹介 : メカクラブ制作の乾電池レーシング
　　カーや牛乳パック切断装置の画像や、明るく伸びやかな
　　生徒の様子が紹介された。

 

冨樫 博之 衆議院議員(S50M)
　• 久しぶりの先輩たちとの再会で嬉しい。
　• 衆議院議員として四期目、復興副大臣を努めている。

　• 避難生活をしている人がまだ3万人いる。復興半ば。
　• 秋田県の洋上風力発電は日本で先頭を走っている。
　• 夢と希望をもった、昔と違う秋田県での母校卒業生の活躍
　　を期待している。

秋田工業高校　黒澤 光弘 前校長(S55M)
　• 3月31日で教員生活を終えた。
　• 母校校長の期間生徒たちはコロナ禍の限られた環境で
　　もしっかりと現実を受け止め前を向いて青春を謳歌して
　　いた。
　• 4月からラグビーOB会長に就任。2025年ラグビー部は
　　創部100周年となる。全国優勝は厳しいがまずはOBと
　　選手が結束しベスト8を目標にしたい。
　• 秋田キャッスルホテル向かいのビルにある秋田明徳館
　　高校の教員として勤務。秋田明徳館高校は全日制、秋工
　　定時制、秋田東定時制、秋田中央定時制が合併した600
　　名の高校。
　• 今後も母校とラグビーの発展ため努めていく。

講演 : 「感謝の襷で25年」
　　　  佐藤 尚 東洋大学陸上競技部元監督 (S47H)
紹介 : 秋工時代は800mで活躍。東洋大卒業後は秋田の三傳
商事勤務の傍ら母校の陸上競技部コーチを努めた。
　1994年に東洋大長距離部門監督。1997年に7位となり箱
根駅伝で10年ぶりのシード権獲得。スカウト兼任コーチ。
2009年初優勝時の代行監督。2019年3月退任。現在秋田に
戻り週2回母校の駅伝指導。

ー 以下講演から :
　• 現在の秋工 高橋監督が協和中学時代に指導したことが
　　あった。
　• 去年秋工は全国大会で9位と予想以上の活躍した。
　• 箱根駅伝は2年後に100回大会を迎え全国化する。
　• 今年の箱根駅伝は青山大、順天堂大、駒沢大を中心に
　　混戦が予想される。
　• 男鹿駅伝が3年ぶりに開催され、大学部門では 東洋、青山
　　学院、中央なども参加し駅伝の底辺が盛り上がっている
　• 箱根駅伝を走る秋田の選手が少ない。今年の予想では2名。
　• 秋工の駅伝選手は7名のうち6名が駅伝有名大学に進学
　　する予定。
　• 昨年秋工駅伝は9位だったが次は8位を目指してもらいた
　　いが、全国レベルは高く大変厳しく頑張ってもらいたい。
　• 駅伝の指導の仕方について。現在の学生はコミュニケー


